情報科学習指導案

平成14年11月4日　提出

平成14年　11月12日（火）1限

指導教諭：　○○○　○○

授業者：　○○　○○

1． 単元名

第２章　「コンピュータの仕組みと働き」

2． 単元の目標

（1）どうして、コンピュータ内部では情報を２進数に符号化して扱うのかを知る。

（2）アナログとディジタルの違いを知り、コンピュータ内部で情報がディジタル化されていることについて、どのようなメリット・デメリットが生まれるかを把握する。
（3）画像・音声データのデジタル化、アナログ情報をコンピュータで表現するコンピュータの仕組みと働きを理解する。

（4）コンピュータの基本的な内部構成と機能を理解することにより関心を深める。

（5）コンピュータの持つデータ処理の機能がどんな関係にあり、私達が使用する際にどんな関わりを持っているか理解し、それにより積極的にコンピュータを用いて課題を解決するような姿勢を養う。

3． 指導上の考察

（1）生徒について

生徒については、「活動的な子」や「おとなしい子」、「他の事をしている子」、「落ち着きの無い子」、「人の話を聞いていない子」、「パソコンを触ったことがある生徒やパソコン自体の内容に踏み込んだ生徒」など様々なタイプの生徒が居る。

それらはこちら側から質問をした時の授業態度などで、各個人の性格がよく現れる。授業に興味を示し積極的に参加する子やもともと活発な子程、質問や挙手を自ら行い、授業に参加をするが、授業内容に興味の無い子・他ごとに精を出している子・もともとの性格がおとなしい子などについては、あまり発言しようとはしない。

そうした授業の内容に興味を持たない子や、人の話を聞かずに他の事をする子、授業の妨害になるようなことをする子が、どのような性格であるか、他の授業での態度がどのようなものかを、その子と関わりのある先生方に尋ね把握し、対処するために分析しておくことが必要となる。
　今回の授業については、女子のみの少人数形式なので自主的意見の発表について期待は薄いということも考慮しておく。

生徒の知識・理解については個人差があるため一概に捕らえにくいが、授業は少人数形式なので、授業を始める前に簡単な質問等で知識・理解度の確認を取り、把握することとする。

（2）教材について
データ処理に関するものとして「配列」を理解してもらうためには、言葉や文字の説明だけでは限界があり分かりづらく、しかも生徒の興味をひきつけられないので、実習形式を採用した。その実習では、ドリトルを使用する事とする。これは、実際にプログラミングを体験することによって、コンピュータを使う事の楽しみを知ってもらうという目的もある。

ドリトルは、教育言語用として日本語でプログラムが組めるという長所を兼ねているため、初心者が初める言語としては、普通の言語以上にとっつきやすい。それは、その分生徒が理解する手助けにもなる。

「ソートとは」のサイトで行う並べ替えは、単純選択法がどのようなものか、端的かつ的確に掴んでもらうために行う。生徒にとってもっとも理解しやすいものは、言葉で説明するよりもあれ程端的かつ的確に単純選択法を説明するには、実際にやってもらうことだと思われる。
（3）指導について

「情報関係に詳しい生徒」は、初めの方の基礎を知っているため、授業ががつまらないかもしれないが授業中に他事をしないようにと注意をする必要がある。もしも、知識が豊富なら生徒の学習意欲を伸ばす目的として当てて答えさせることが必要となる。

反対に、「今日、コンピュータに触れるのが初めてという生徒」はいないはずであるが、何かしらの理由で、興味がなくなってしまい、触れていても出来ない生徒は出てくるはずなので、授業内容についていけないようであれば、個人で教えにいけるように常に気を配っておくことが必要だろう。

「授業の邪魔をする生徒」や「他の事をする生徒」、が出ないように、出来る限り一方的にこちらが話すだけの授業を避けたい。実習を入れる方が授業の内容に興味を引きやすく、このような生徒を減らすことが出来ると思われる。「寝ている生徒」については、論外として、心を鬼にし起こすことが必要。寝ていたために、授業内容に遅れる可能性があるためである。

　今回の授業では、データ処理の形態の中で重要な配列の部分を教えるために、上記のような生徒が出ないように実習形式にし、実習中は教室を回るなど、様子を見る。すべての生徒に目が行くように考慮したい。質問タイムを随時設け、生徒の理解が皆均一かどうか確認していきたい。また、逆に生徒に質問してみたり、当てて答えてもらうことにより一方的な授業にせず、授業に参加しているという気持ちを持たせる事も大切である。

4． 指導計画

（1）2-1 コンピュータにおける情報の表し方　　　　　　　　　　　　　　2時間半

　　　・ビットと二進数・文字コードと文字の表示

　　　・コンピュータによる数の表現、音声・画像のディジタル化と情報圧縮

（2）2-2 コンピュータの基本的な構成と機能　　　　　　　　　　　　　　2時間半

　　　・ハードウェアとソフトウェア

　　　・ハードウェアの五大機能

　　　・プログラムとデータ処理の仕組み

　（3）2-3　データ処理の仕組み　　　　　　　　　　　　　　　　3時間（本時50分）

　　　・アルゴリズムとプログラム

　　　・配列を使うアルゴリズム

　　　・並べ替え・検索

5． 本時の指導

（1）小単元

　配列とは何か。

　　～不精者が考えた方法～

（2）目標

① 実際のプログラミングを通じ、配列の利便性・効率性を肌で理解してもらう。

② プログラミングを通じ、自分自身でコンピュータに命令し実行する楽しさを知ってもらう。

③ 身近にデータ処理として、並べ替えが実際にどのような形で使われているのかを知ってもらう。

④ 並べ替えが、どうして当たり前の用に使われているのかを理解してもらう。

（3）準備物

・教科書　「みんなのパソコン学」（オーム社出版局）
・Microsoft PowerPoint

・プロジェクタ

・ドリトル（インストール済みを使用）

・長谷川授業用ページ2002年度版

・掲示板（○○○授業用ページにある掲示板を使用）

・ホワイトボード

・水性ペン（黒もしくは青）

（4）指導過程

	学習の流れ
	教師の働きかけ
	予想される生徒の活動
	留意点

	導入（3分）

生徒の知識の度合いを確認する。


	「今日の授業では、主に配列とは何か、ということについて授業を行っていきます」

「皆さん。今までどんな言語でも良いので、言語について学習した方は居ますか？」

「それでは配列という言葉を聞いたことがありますか？」


	予想として、半数に近い生徒がプログラミングを行ったことがあると思われる。

予想１

「言葉も言葉の意味も知っていて説明できる」

予想２

「言葉はなんとなく知っている、もしくは聞いたことが有る程度。詳しい説明は出来ない」

予想３

「知らない・聞いた事がない」
	教室全体を見回し、生徒の態度や表情から、予備知識や前知識を持っている生徒がどのくらい居るかを把握する。



	展開Ⅰ（10分）


	「それではまず、『配列とは何か？』という事を説明したいと思います」

「配列とは、一つの変数にいくつもの情報を入れ、それを番号用いることにより簡単に出し入れする機能のことです」

「皆さんが「変数」を勉強した時は、１つの変数には、１つの情報しか保存ができないということでした。しかし、この『配列』というものを使うと１つの変数に多くの情報を保存することができ、それらは番号（配列ではこの番号を『添字』といいます）で区別し、データの出し入れすることができるようになります」

「配列の具体的な例として、日常的にある『マンション』が良い例です」

「マンションの各部屋を示すとき、一般的に『マンション名[部屋番号]』で示すと思います」

「つまり、配列をマンションとして考えると、変数名がマンション名、添字に当たるのが[部屋番号]となります。」

「つまり、配列とはマンションのように同じ様な箱がいくつもつながったものとして考えることができます」

「わからない人は居ますか？」

「質問や不理解の人が居れば、質問に答えたり説明する」
	生徒は、曖昧に分からないという顔をする。

スライドの方を見る。

予想1

「理解した生徒としていない生徒がいる」

予想2

「全員理解した」

予想3

「全員不理解である」
	スライドを用いながら説明。

言葉だけではなく、スライドを用いて視覚的に理解してもらうようにしているため、スライドに生徒の意識を向けることが重要。

プログラミングにおいて、配列は重要な要素なので、全ての生徒が確実に理解をしたのを確認する。

そのため、理解がイマイチな生徒には、改めて理解しやすい説明をするように心がける。

	展開Ⅱ（20分）

	「それではなぜ、『配列』とういものが必要なのでしょうか？」

「それはこれから、皆さんに実際に体験してもらうことにより、考えていきます」

「それでは、実際に配列を使用することと、使用しないことではどのような違いがあるかを理解するためドリトルを用いたいと思います」

「それでは皆さん、ドリトルを起動して下さい」

「まず、今回の授業で使用する「配列」について、ドリトルでの命令はこのようになります」

「ドリトルでの、配列命令は分かりましたか？」

（分からない人が居る場合は、もう一度説明する）

「それではこれから、このようにカメが動作するプログラムを皆さんに作ってもらいます」

（サンプルを見せる）

「この実習では、『どうして配列を使うのか？』とういことを考えてもらのを目的としているため、配列を使用しなかった場合と配列用いた場合の2通りのプログラムを皆さんに作ってもらいます」

「それではまず、配列を用いない方のプログラムを皆さんに入力してもらいます。掲示板にサンプルプログラムを上げてありますのでそれを見ながら、編集画面に入力をしてください。掲示板のサンプルプログラムはコピー＆ペーストしないで下さい」

（不満を上げた生徒が居る場合、理由は後で分かるということを述べる）

「入力が済んだ人から、実行してみてください。」

「皆さん、出来ましたか？」

（まだ作業が済んでいない生徒が居る場合は、その生徒が終わるのを待つ）

「では次に、もう一つドリトルを立ち上げてください。今度は、配列を用た方のプログラムを皆さんに入力してもらいます。

先程と同じように、掲示板にサンプルプログラムを上げてありますので、それを見ながら編集画面に入力をしてください。掲示板のサンプルプログラムはコピー＆ペーストしないで下さい」

「先と同じように、入力が済んだ人から、実行してください。」

「皆さん、実行まで出来ましたか？」

（まだ作業が済んでいない生徒が居る場合は、その生徒が終わるのを待つ）

「お疲れ様です。では、皆さんに入力してもらった2つのプログラムのうち、最初に入力してもらった配列を用いない方のプログラムと、あとに入力してもらった配列を用いた方のプログラムを比べて、どちらの方が入力する上で面倒でしたか？」

（感想を聞いて）

「そうです。皆さんにわざわざ入力してもらったのは、配列を使った方が、効率よくプログラムを組めるという事を肌で体験してもらうためです」

「今回は、扱うデータの数が少なかったからそう面倒だと思う人が居るかも知れませんが、これが、50コ・100コと増えていった場合、入力するのも一苦労ですよね」

「つまり、データの個数が多い場合は単なる変数ではなくて、配列を使うと、操作が簡単になるということです」

「これが、配列はなぜ必要なのかという理由になります」

(時間が有りそうな場合)

「それでは、配列を使ったアルゴリズムの内、最大値を求めるプログラムを作って見ましょう」

「最大値を求めるのプログラムが実行できた人から、次はこのプログラムをちょっと弄って最小値を求めるプログラムを作ってください」

「分からない人は、周りの人と相談したり、質問してください」

（時間がない場合）

この部分は省きます。
	面倒臭がったり、嬉しそうにしたりと、様々な反応が生徒に見られる。
分からない人が居る。
掲示板に上げたサンプルプログラムを見ながら各自入力してもらい、実行する。
なんで掲示板に上げたサンプルプログラムをコピペをせずに、いちいち入力するのかと不満になる生徒がいる。

みんな作業が済んでいるという反応が返ってくる。

もしくは、まだ作業が済んでいない生徒がいる。

掲示板に上げたサンプルプログラムを見ながら各自入力してもらい、実行する。
みんな作業が済んでいる。

もしくは、まだ作業が済んでいない生徒がいる。

予想1

最初に入力した方のプログラムが面倒と答える生徒。

予想2

天邪鬼に、後に入力したプログラムが面倒と答える生徒。

予想3

分からない、と答える生徒。

それでも、わざわざ入力させなくても良かったのではないか、と言う生徒が居るかもしれない。

掲示板のサンプルプログラムをコピペしてドリトルに貼りつけて実行してもらう。


	スライドを見せ、参考サイトを知らせる。

サンプルプログラムを掲示板に上げておく。

この実習では、配列を用いたときのプログラミングの利便性を実感してもらうために、掲示板に上げたサンプルプログラムをコピペして利用することは控えてもらうようにする（時間が押し迫っている場合は、その状況に応じて考える）。

生徒が作業している時は出来ているかどうか教室内を確認して回る。

生徒が作業している時は出来ているかどうか教室内を確認して回る。

掲示板にサンプルプログラムがあることを示す。

ドリトルについての参考サイトを知らせる。



	展開Ⅲ（9分）


	「それでは次に、『並べ替え』　について説明をしていきます」

「この中で、『並べ替え』という言葉を一度も聞いたことが無い人は居ますか？」

「ほとんどの方が知っていると思われます。では、『並べ替え』とは一体なんでしょうか？」

「そうです。『並べ替え』とは、データをある順序にそって並べ替えること、です。この『並べ替え』は、『ソート( sort )』とも呼ばれます。一般的に、並べ替えには昇順（小さな値から大きな値に並べ替える）と降順（大きな値から小さな値に並べ替える）の2種類があります」

「それでは、実際にソートをやってみましょう」

「では、このサイトにある『自分の手でソートをやってみよう！』をやってください」
「終わりましたか？」

「では皆さん、どんな方法でその棒を並べ替えましたか？」


	ほとんどの生徒は、知っていると思われる。

答えてもらうために、生徒を当てる。

「データを順番に並べること」など。

Netscapeを立ち上げる。

とりあえず、指定されたサイトに行って、ソートをやる。

全ての生徒が一通りし終えたと反応を返す。


	スライドを用いながら説明。

知らない人が居た時は、この時点で説明する。

ソートについての参考サイトを知らせる。



	
	「多くの人は、一番短い棒、二番目に短い棒…というように並べていったのではないでしょうか？」

「このように、みなさんが無意識の内に行った並べ替えは、単純選択ソートといいます」
「これは、中で最も小さい要素を探し、それと先頭の要素と交換します。これで、１番目の要素が確定します。次いで２番目の要素について同じことを行い、２番目に小さい要素と入れ替えます。これを続けていくと、順次小さいものから確定します。そうしていって、比較する要素がなくなれば、並べ替えは終わります」
「これを、一番簡単なソートである“単純選択ソート”といいます」
	頷く。


	

	まとめ（3分）

（時間があれば）


	「これで、今日の授業を終わりになります。何か質問等はありますか？」

（質問等が無ければ）

「以上で、終わります」
	生徒から質問・疑問等があれば、答える。

もし、生徒の質問に対して、答えられない場合は次回までに調べることにする

	


（3） 参考資料　

（参考にした書籍、インターネットサイト（サイト名とurl）などを書く。）

・「みんなのパソコン学」オーム社出版局

・ドリトルテキスト2002年度版

http://genyo.kinjo-u.ac.jp/~ghase/dollitle/text2002/dolittletext-frame.htm
・ソートとは

http://pweb.sophia.ac.jp/~a-shiour/sort_00.html
· アルゴリズム（Algorithm by the C language）

http://homepage1.nifty.com/daccho/program/algo/algorithm.htm
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